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部に所属する選手 10 名を被験者とし，素振りとティーバッティングを各 10 回ずつ行わせ，その試技をハ
イスピードカメラ 2 台で撮影した．撮影した映像から，バットとボールの 3 次元座標を算出し,素振りとティ
ーバッティングでインパクト時のバットの位置およびスイングの軌道を比較した．その結果，素振りとティー
バッティングに，インパクト時のボール中心とバットの芯の距離の左右方向 (内外角方向) の平均値，お
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野 球 のバッティングは，投 手 が投 球 する直 径










































を行った Tabuchi ら (2007) も「素振りが他の練
習 方 法 と 比 べ て 最 も 不 便 な 点 は 結 果 の 知 識 














録 (868 本) を作った王貞治選手を指導した荒




















































手 10 名 (身長 1.71 ± 0.04m，体重 75.3 ± 
9.9kg，年齢 20.9 ± 0.9 歳，競技歴 12.3 ± 1.4






































社製，E2) を 2 台使用し (フレームレート 1000 
frame/s，シャッタースピード 1/2000 sec) ，それ
ぞれホームベースから 10 m の位置に設置し，撮
影した (図 1) ．撮影時の画角は，打者のスイン
グ動作全体が映るように設定した．映像分析のた
めに，バットに白色のビニールテープをバットヘッ
ド (バットヘッドから 0 m) ，バットグリップ (バット








図 1 実験のカメラの配置と座標系 


















を参考にバットヘッド側から 0.150 m の位置をバッ
ト芯と定義し，計算により座標を算出した． 
またバットスイング軌道全体の分析のため，イン
パクトフレームを 0 秒とし，インパクト前 40 frame



















クト前 0.100 秒－0.004 秒間の平均軌道からの距
離 (x 座 標 および z 座標の偏差 から算出) を
0.008 秒ごとに算出し，それぞれの時間でティー
バッティングと素振りを，先のデータと同様に対応















は 0.042 m と有意差が認められた (p < 0.01) ．









たところ，x 軸方向ではティーバッティングは 0.030 
m ，素振りは 0.054 m ，z 軸方向では，同様に
0.016 m と 0.077 m となり，x 軸では有意差は認め








ていることがわかる (図 2) ．それぞれの原点から
の直線距離を比較すると，ティーバッティングは
0.038 m，素振りは 0.102 m となり有意差が認めら








表 1.1 ボール基準座標におけるインパクト時のバット位置：x 軸方向（単位：m） 
（表 1.1，1.2 ともにティーバッティングをティーと表記している．） 
  平均値 標準偏差 平均値の絶対値 
被験者 ティー 素振り ティー 素振り ティー 素振り 
a -0.021 0.053 0.013 0.021 0.021 0.053 
b -0.052 0.078 0.012 0.021 0.052 0.078 
c -0.023 0.112 0.019 0.048 0.023 0.112 
d -0.059 -0.011 0.014 0.020 0.059 0.011 
e -0.040 0.047 0.016 0.039 0.040 0.047 
f -0.020 0.006 0.018 0.025 0.020 0.006 
g 0.012 0.042 0.013 0.017 0.012 0.042 
h -0.026 -0.046 0.012 0.028 0.026 0.046 
i -0.016 0.069 0.008 0.014 0.016 0.069 
j -0.037 0.072 0.013 0.016 0.037 0.072 
平均値 -0.028 0.042 0.014 0.025 0.030 0.054 
標準偏差 0.020 0.047 0.003 0.011 0.016 0.031 
t 検定 ** ** n.s 
t 検定 *：p < 0.05 **：p < 0.01  n.s：有意差なし 
 
表 1.2 ボール基準座標におけるインパクト時のバット位置：z 軸方向（単位：m） 
  平均値 標準偏差 平均値の絶対値 
被験者 ティー 素振り ティー 素振り ティー 素振り 
a 0.018 -0.080 0.010 0.032 0.018 0.080 
b 0.033 -0.085 0.014 0.020 0.033 0.085 
c -0.001 -0.187 0.014 0.019 0.001 0.187 
d 0.028 0.099 0.010 0.013 0.028 0.099 
e 0.023 0.078 0.015 0.020 0.023 0.078 
f 0.012 0.046 0.013 0.032 0.012 0.046 
g -0.010 -0.080 0.013 0.015 0.010 0.080 
h 0.014 -0.060 0.012 0.021 0.014 0.060 
i 0.011 0.018 0.016 0.018 0.011 0.018 
j 0.010 0.039 0.011 0.018 0.010 0.039 
平均値 0.014 -0.021 0.013 0.021 0.016 0.077 
標準偏差 0.013 0.091 0.002 0.006 0.009 0.046 
t 検定 n.s ** ** 
t 検定 *：p < 0.05 **：p < 0.01  n.s：有意差なし 





図 2 ティーバッティングと素振りのインパクト時のバット芯の位置 10 名分 
（x-z 平面 原点：ボール中心・点線：ボール・捕手方向から見た図） 
 
表 2 インパクト時のボール (原点) とバット芯の距離 (単位：m) 
（ティー：ティーバッティング） 
 平均値 標準偏差 
被験者 ティー 素振り ティー 素振り 
a 0.030 0.099 0.010 0.029 
b 0.063 0.118 0.011 0.014 
c 0.029 0.220 0.013 0.039 
d 0.066 0.101 0.014 0.013 
e 0.047 0.097 0.020 0.027 
f 0.029 0.056 0.012 0.023 
g 0.021 0.092 0.012 0.013 
h 0.032 0.082 0.012 0.011 
i 0.024 0.073 0.010 0.014 
j 0.040 0.084 0.013 0.014 
平均値 0.038 0.102 0.013 0.020 
標準偏差 0.016 0.045 0.003 0.009 
t 検定 ** ** 
t 検定 *：p < 0.05 **：p < 0.01  n.s：有意差なし 
  






前 0.100 秒 (-0.100) から 0.004 (-0.004) 秒間
での，0.008 秒毎の各被験者の x-z 平面におけ
る平均軌道からの距離（平均値に対する偏差か






ところ，インパクト前 0.020 秒 (p < 0.05) とインパ
クト 0.012‐0.004 秒前 (p < 0.01) で有意差が認
められた (それ以外の時間は有意差なし) ． 









図 3 平均軌道からの距離の平均値 *：p < 0.05 **：p < 0.01 （横軸時間 0 はインパクト） 
 
図 4 ティーバッティングと素振りのスイング軌道 (バット芯) の典型例 単位：m 
（実線：ティーバッティング，点線：素振り・上段：y-x 平面，下段：y-z 平面） 
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＜付録＞結果補足資料 被験者 10 名分のバット芯軌道グラフまとめ 
（各被験者ごとの 2 平面：y-x 平面・y-z 平面からみたグラフ） 
 
・? 座標軸は図 1 のように，ボール中心を基準として設定した． 
・? 表示区間：インパクト前 0.160 秒から 0.004 秒まで 
・? 各被験者毎に，上下に表示しており，上段が y-x 平面，下段が y-z 平面となっている． 
・? グラフ中の単位は m である． 
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